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1
 内モンゴル語とは内蒙古語のことである(栗林 1989)。 
2 查干哈达 (1996) によると、ホルチン方言は中国内モンゴル自治区の通遼市、科左中旗、科左後旗、興
安盟乌兰浩特市、科右中旗、科右前旗、扎赉特旗，黒龍江省ドルブットモンゴル族自治県、吉林省前ゴル
ロス・モンゴル族自治県などの地域で話されている。ホルチン方言の母音 a, ə, i, ı, ɔ, ʊ, u, æ, œ の 9 つと子













Mongolian Community Language、以下では DMCL と省略する)の音韻的、形態的、統語的特
徴について記述を行うことを目的としたものである。包聯群(2011)の音素表記 ɛ, ɜ, ɣ は查干
哈达(1996)の音素表記 æ, e, g に相当する。 
 
1.1. 音韻的な特徴 
 包聯群(2011: 130)は、DMCL ではモンゴル語6をベースにしており、漢語起源の語彙はも
との中国語と異なり、中国語にあった声調を失い、代わりに第一音節にモンゴル語のスト
レスが置かれ、イントネーションが付与されると述べている。中国語の「准备 zhun bei」(準
備する) の「准 zhun」は以下の例文 (1) で[ʦun]になっており、そり舌音 [tʂ] が歯茎摩擦
音 [ʦ] に変化している。 
(1)   更
geng
ilu:                 忙
mang




-ʤ                         bɛ:-na:. 
もっと多い      忙しく-DE           準備する-て                いる-NPT 
「もっと忙しく、準備をしている。」 
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農業              さらに           発展する-ならば        国家-DAT          さらに             利益-ある 
「農業が発展すればするほど国家に利益がある。」 
(包聯 2011:135) 
包聯群 (2011: 135) では、例文 (2) を次のように説明している。例文 (2) 中の、モンゴ
ル語起源の条件を表す副動詞類語尾 -bɜl、与位格7を表す格語尾 -d 及び tɛ:「ある」以外
の単語は、中国語を起源とするものである。DMCL に借用された後、「国家 guo jia」 (国家）
には与位格語尾 -d、動詞語幹「发展 fa zhan」 (発展) にはモンゴル語の条件を示す副動詞





                                                        
5 ドルブッドモンゴル族自治県で暮らすモンゴル族の多くは日常的にモンゴル語の形態要素と中国語の
語彙要素が混合した言語を使用している。包聯群(2011) はこのようなモンゴル語と中国語の要素から構成
される言語を Dorbed Mongolian Community Language と呼んでいる。 
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1.3. 統語的な特徴 
包聯群 (2011: 152) によると、DMCL は「VO」である中国語起源のフレーズを取り入れ
る際、そのまま VO で取り入れ、テンス語尾を直接付加することがあるようだ (3)。他方、
目的語を前置させ、そのままテンス語尾をつけることもある (4)。 





明日                        授業に出る-NPT 
「明日は授業に出る」 




-lɛ:                 会
h u i
                     散
s a n
-na:. 
五時-とき             会議                 終わる-NPT 
「五時に会議が終わる。」 
 
(包聯群 2011: 145- 146) 
1.4. 先行研究のまとめ 














 調査の結果、名詞が 102 (うち、人名 6 例、地名 13 例、その他 83 例) 例、動詞が 74 例、
形容詞が 13 例、数詞 20 例、その他 29 例で計 238 の漢語借用語が収集できた。 
品詞面において、名詞が一番多く借用され、その中には地名、人名、親族名詞を含む。
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1)   漢語の二重母音 ai がホルチン方言の æ: に変化するパターン。 
酸菜                   suan cai→sʊan sӕ:                                                               味付け白菜 
彩铃                   cai ling→sæ: liŋ                                                                    着メロ 
 
2)   漢語の二重母音 ie がホルチン方言の æ: に変化するパターン。 
解决                    jie jue→ʤæ: ʤyœ:                                                             解決する 
斜的                    xie de→ʃæ: di:                                                                     斜め 
 
3)   漢語の二重母音 ao がホルチン方言の ɔ: に変化するパターン。 
领导                    ling dao→liŋ dɔ:                                                                  リーダー 
唠叨                    lao dao→lɔ: dɔ:                                                                   やかましい 
 
4)   漢語の二重母音 ou がホルチン方言の u: に変化するパターン。 
楼                        lou→lu:                                                                                ビル 
收                        shou→ʂu:                                                                             取り入れ 
 
5)   漢語の o がホルチン方言の ə: に変化するパターン。 
魄力                     po li→pə: li                                                                          迫力 




6)   漢語の子音 z, c, s を区別せず、すべて s と発音するパターン。 
琢磨                     zuo mo→suə: mə:                                                                考える 
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7)   漢語の子音の n を m, ŋ に変化させて使用するパターン。 
安排                     an pai→am pӕ:                                                                     手配り 
含糊                     han hu→haŋ hu                                                                     曖昧 
 
8)   漢語の子音 f を p に変化させて使用するパターン。 
反应                     fan ying→ pan jiŋ                                                                 反応 




9)   漢語の子音 w を k に変化させたり子音 n を l に変化させたりするパターン。 
耽误                     dan wu→dan kʊ                                                                   遅らせる 
泥板                     ni ban→li baŋ                                                                       道具の一種 
 
10) 漢語の ong がホルチン方言の əŋ に変化するパターン。 
农村                     nong cun→nəŋ sun                                                               田舎 
农业                     nong ye→nəŋ je                                                                    農業 
 
11) 子音にも母音にもとくに大きな変化もなく借用されたものももちろん多く存在する。 
马棚                     ma peng→ ma peŋ                                                                馬の小屋 
煤气                     mei qi→ mei tʃi                                                                     石炭ガス 
 
12)   漢語の数字「 二 」と「 儿化音 」の er の発音がないので、数字「二」は ɔ: に発音
され、「儿化音」の e は脱落する。 
二锅头                 er guo tou→ ɔ: kuo tu:                                                           酒の名前 





A)   名詞 
i.       ホルチン方言における一部の漢語借用語は、モンゴル語の固有詞と共存する。 
        漢語                                         モンゴル語 
脾气(pi qi)                                              a:ʃ                                 気立て 
谎(huang)                                             xʊdal                               嘘 
 
ii. 名詞の漢語借用語に複数接尾辞 -nar と -uud を付けて借用語として使用することが
ある。複数接尾辞 nar は、主に人を表す名詞の後に付く。 
ブヘ 
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-nar        xʊaral                    xi:ʤəna:. 
学長-PL          会議                       している 
「学長たちは会議をしている。」 
 




-uud                        ʃin. 
あの        本-PL                              新しい 
「あの本 (複数) は新しい。」 
 
iii. モンゴル語では語を重複させて、意味を広げる現象がある。漢語借用語においても
同様に語頭の音を m に変化させて、重複に使用する例が見られる (3)。さらに、子
音 m で始まった漢語借用語の語頭の音を ʂ に変化するもの、あるいは母音を変化さ
せるものもある (4)。 
 




             mans                      tersi:? 
     貴方             この           年                庭園             など                       植えたか 
「あなたのは今年庭園を植えたのか？」 




                  ʂa:peŋ-a:n                                  ʧiŋʧɔ:. 
馬小屋             など-REFL                               掃除する 
「馬小屋などを掃除してください」 
 
B)   形容詞 
 形容詞の漢語借用語の場合は、「漢語語幹 + 漢語助詞 di:」の形式が見られる (5)。さら
に、この形容詞の漢語借用語を繰り返して、後に漢語助詞 di: を接続する形式も見られる。
また、漢語語幹にモンゴル語形容詞の強意形接辞をつけて用いることも可能である。つま
り「漢語語幹 +強意形接辞 [-b] + 漢語語幹 + 漢語助詞 di:」の形式である(6)。 
 
5)   ən               xuxət      笨
b e n
               笨
b e n
-di:                         bæna:. 
この           子ども   愚かな       愚かな-DE               である 
「この子どもは本当に愚かなんです」 
6)   ən             nɔkɔ:              辣
l a
-b        辣
l a
-di: 
この         料理               辛い-INT -DE 
「この料理はとても辛いです」 
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毎日-DAT      人-INST                 世話-CVB-である 
「毎日人に世話を受けている」 
8)       xun-t        axʊ:           dʐɔ:s                   欠
qian
-əktə-ʧæna:. 
人-DAT    多く          お金                   借り- CVB-ある 
「人に多くの借りがある」 
9)   xɔ:                     拌
b a n
-lta:t                      bæna:. 
全て                  混ぜる                      ている 
「全て混ぜている」 
 
ii. モンゴル語には日本語の「する」に当たる動詞 xi:x があり、漢語起源の動名詞にモ
ンゴル語起源の動詞 xi:x をつけて、ホルチン方言の動詞を構成することもある。 
10)    联
l i a n
系
x i
      xi:x→ liænʃi:xi:x                                                  連絡する 




      xi:x→ kɔ:şixi:x                                                     試験する 
 





已经              yi jing→ i: ʤiŋ                                               もう 
马上              ma shang→ ma: ʂaŋ                                       すぐに 
程度を表す副詞 
最                  zui→sʊi                                                            最も 
更                   geng→ gəŋ                                                       もっと 
＜虚詞＞ 
就                   jiu→ʤiu                                                           既にもう 
该                   gai→ kai                                                           どんなに 
＜接続詞＞ 
要不              yao bu→ jɔ: bu                                                さもないと 




























DE: 漢語の助詞 de  
GEN: 属格 
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